
本人の状況
　・70代女性　
　・要介護１（認知症の疑い）
　・厚生年金　遺族年金受給（国民年金）
　・糖尿病

養護者（虐待者）
　・次女（40代・同居）
　・無職

本人の住居の状況
　・本人名義の持家にて次女と２人暮らし

本人の家族の状況
　・長女（50代・別居）…遠方在住（疎遠）

２ 虐待の状況と市町村の対応

① 発見までの経過と虐待の状況
　母親は当初、居宅介護支援事業所のケアマネジャーが関わり介護サービスを利用しながら生活して
いたが、次女が母親を介護するとして母親の元へ転居し、同居を開始した。
　その後次女から今後の支援について話し合いたいと連絡があり、ケアマネジャーが訪問すると、次
女はケアマネジャーに対し「母親のサービスをやめたいと思っている。お金もかかるのでもったいな
いし、自分が面倒をみたいと思っている。」と話した。その際、母親自身も「娘に見てもらうから大
丈夫。心配ない。」といい、落ち着いている様子をみせた。ケアマネジャーは次女に対し「サービス
の利用はいつでも再開できるので、困りごとを感じたら相談してください。」と伝え、面談を終了した。
　その後次女から何も連絡が来ることはなかった。３ヵ月後に地域包括支援センターの保健師が訪問
をした際、玄関で次女が対応。「今日は、母親の調子が悪くて会う事ができない、帰ってほしい。」と
言われ、本人に会うことができなかった。
　その後近隣住民から、娘と思われる女性の怒鳴り声が聞こえると地域包括支援センターへ通報が入
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った。福祉サービスをやめてからも通院は継続していたので、病院のソーシャルワーカーに連絡する
と、２か月ほど通院されていない、連絡してみてはいるが不在にしているとのこと。
　地域包括支援センターは虐待の疑いもあるとみて、訪問を行ったが次女は不在にしていた。その後
次女に連絡を始めて５日目で、電話が通じ、訪問の約束をすることができた。
　自宅を訪問した際に本人、次女と面談を行ったところ、病院に行っていなかったことや、大きな物
音や声がすることに関しては、「忙しかったので連れていけなかった。大きな声がしたのは、母親が
最近認知症のような感じで、大きな声を出したりするからだ。」と次女は話した。
　地域包括支援センター職員は認知症の疑いも含めて生活に心配なことがあるのであれば、福祉サー
ビスの利用をしてはどうかと提案した。
　しかし次女は「まだ必要はない。必要になったら連絡する。」といっていた。地域包括支援センタ
ー職員が本人に声かけするも、うなずく事はするが、言葉を発することはしなかった。
　明日再度訪問をする約束をして、内容を地域包括支援センターへ持ち帰り市町村とも検討すること
とした。

② 市町村の対応・判断
　市町村職員は地域包括支援センター職員からの連絡を受け、虐待の疑いがあるとして次の日地域包
括支援センター職員と訪問を行った。
　母親と次女別々に事情を聞くと、母親が「娘に最近怒鳴られるが自分が悪い。この頃物忘れをして
しまい、娘に迷惑をかける。体調も優れない。」と話した。
　娘は「自分は仕事をやめて母を見ると決めたのだから、頑張らなければならない。」と話していた。
在宅で母親を介護したいという思いと、認知症がありうまくいかない点があるところを考慮し、まず
は福祉サービスを利用する事を提案し、自分一人で抱え込まないよう娘に伝えた。次は前回まで担当
していたケアマネジャーとともに地域包括支援センターの職員が訪問を行った。
　福祉サービスはいつでもやめることができることや、母親の糖尿病に関しては通院や服薬が重要で
あることを娘に伝え、病院受診の調整を行うことの了承を得た。
　自分一人でやらなくてはいけないと思っていた気持ちが少し楽になったと次女は話していた。

③ 本人と家族の意向
　本人はどうしたらよいかわからないと話している。次女は自分が母親の面倒をみると強い気持ちを
持っている。疎遠である長女は自分が母親の面倒を見ることはできないので、二人が安心した生活を
送れれば良いと話していた。

④ その後の支援
　本人は週２回デイサービスの利用や月に１回ショートステイを利用し、訪問介護の利用を開始した。
　娘は「自分の時間を作ることは悪いことだと今まで認識していたが、これからは自分の時間と母親
と一緒にいる時間を大切にしたい。」と話しており、現在近くのスーパーにパートに出ているとのこ
とだった。本人は「在宅で娘と生活を継続したい。デイサービスにまた行くことができて楽しい。」
とは話している。
　「自分の時間を作ることと、母親と一緒に過ごすことができてよかった。また何かあってもケアマ
ネジャーに相談できる関係性を作ることができてよかった。」と話していた。
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３ 解説

① 介入拒否の場合の対応
　今回のケースは当初養護者が関係機関の介入を拒否していました。どのような訪問調査を行うべき
か事前に準備をしても、高齢者や養護者から介入を拒否されることもあります。その場合でも高齢者
の生命や身体の安全確認を行うことができる方法を検討し事前に確認した期限までに、繰り返し事実
確認を行うことが重要です。
　介入を拒否している場合は、どのような方法で訪問を行うかを検討しても、うまくいかないことが
あります。その場合でも市町村はほかのどのような方法で訪問できるかを何度も検討し、様々な方法
で訪問による事実確認を試みなければなりません。例えば、情報収集によりその家庭と信頼関係のあ
る支援者に同行してもらう形をとる等も方法の一つです。
　初回のコアメンバー会議までに介入拒否の状態が継続している場合や常に留守続き事実確認ができ
ない場合は、立入調査の必要性等も協議する必要があります。
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【出典】  東京都福祉保健局 「高齢者虐待防止に向けた体制構築
								のために－東京都								 高齢者虐待対応マニュアル 」 152
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(2006年発行、2024年一部修正）

－ p.



② 本人や養護者と虐待について聞きとりができない場合の留意事項
　今回のケースは何度か面談を行った後、それぞれから事実確認を行うことができましたが、高齢者
や養護者が全く話すことができない場合や、高齢者の安全確認をすることができない場合などもあり
ます。このような場合は緊急性を考えて、やむを得ない事由による措置をするなどの対応があります。
　しかしそういった場合ではないケースは本人と養護者の今までの生活歴や、関係性を考慮しながら
二人が今後どうしていきたいかを考え、支援を進めていく必要があります。

【出典】�社団法人日本社会福祉士会 「市町村・地域包括支援センター・都道府県の
																		ための養護者による高齢者虐待対応の手引き」中央法規出版　p. 66
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（2011）



【出典】�東京都福祉保健局 「高齢者虐待防止に向けた体制構築
								のために－東京都高齢者虐待対応

								

マニュアル 」p.181

③ 本人の自己決定支援
　本ケースは本人が一人暮らしをしていた時はデイサービスに行くことが本人の楽しみでしたが、娘
と同居を始めることになり、行くことをやめ、楽しみがなくなってしまいました。
　虐待対応の当初は本人の意思（デイサービスに通いたい等）を確認することはできませんでしたが、
何度も訪問を重ねる中で、「デイサービスに行きたい」という本人の希望を聞けるようになりました。
このように支援方針を策定するにあたり、高齢者本人がどのような支援を望み、どのような生活を送
ることを望んでいるかを尊重することがとても重要になります。
　しかし虐待を受けた高齢者は本来の生きる気力や自信を失っている場合が多くあります。そのよう
な心理状況を理解し、本人の自己決定の支援を行うことが重要です。
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　１．本人への情報提供とエンパワメント

　・現在の状況や支援の方法、今後の生活についての見通し等についての情報提供や様々

。

本人意思の確認・尊重のポイント 

な支援をする

	　ことで、本人が自分の状況や望ましい生活の在り方を客観的に考えられるよう働きかける。

　・本人の意思は確定しているものではなく、支援の過程でも変化しやすいことを理解する

	

２．本人への情報提供とエンパワメント

		・現在の状況や支援の方法、今後の生活についての見通し等についての情報提供や様々な支援をする

				ことで、本人が自分の状況や望ましい生活の在り方を客観的に考えられるよう働きかける。

		・本人の意思は確定しているものではなく、支援の過程でも変化しやすいことを理解する。

３	本人と虐待者の同席場面と分離場面の違いの観察	

７	必要に応じた権利擁護事業の活用		

		・本人と虐待者が一緒の場面と、分離して同席しない場面との違いをみる。本人の怯え、リラックス

			の状況を表情などから観察し、本人の感じ方を探る。

４	分離により落ち着いた環境の中で本人の状況を観察	

		・高齢者をショートステイなどで一時保護し、ケアの行き届いた落ち着いた環境の中で高齢者の状況

	を			 観察し、適切と思われる対応策を検討する。	

５	主たる協力者の発掘	

		・本人の考え方や意思をある程度把握し、代弁できると見られる協力者を家族、親族、近隣住民等

	から			 探し出す。	

		・本人の意思表示がはっきりしていた時のことを知る人から、本人の考え方やパーソナリティの傾向

	に			 ついての情報を収集し、それを踏まえて本人にとってより良いと考えられることを判断する。

６	本人の利益を多角的に考える		

		

		

	・本人が人としての尊厳が守られた生活を送れることを前提として、何が本人の利益にかなうのか

	を		 様々				 な立場から多角的に考える。	

	

	

	

	

		

	

	・必要に応じて、地域権利擁護事業や成年後見制度を活用し、本人の身上監護の実施や後見的立場

	の		 人材			 確保を行う。		

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

（2006年発行、2024年一部修正）
－

user
長方形

user
長方形

user
長方形




